第40回　小山市バス交通整備検討委員会　議事要旨

■開催の概要
　□日　　時：2015.10.21（水）　14:00～15:30
　□会　　場：小山市市民活動センター　研修室１
□出 席 者：永井委員長、篠﨑副委員長
高橋、山口、国分、灰野、小山（委員代理）、伊勢（委員代理）、石井、小井

（以上、計10名）

　□内　　容：（1）新市民病院への路線の再編について

①市民病院線

②間々田東西線

③小山駅東循環線

（２）その他

①第５回おーバス絵画コンテストについて（報告）
②バスアプリについて（報告）
　・バスアプリについて

　・乗り継ぎ案内ソフトについて

③台風18号による災害対応について（報告）
■議　題

（1）新市民病院への路線の再編について
①市民病院線

資料1．新市民病院線（案）について、以下のとおり事務局より説明があり、質疑応答の後、了承された。

●運行ルート、時刻表、バス停の設置場所（神鳥谷６丁目、消防署前、原の内公園前）の位置や周辺との関係について
●新市民病院への路線の再編についてのバス路線図及び時刻表に関するご意見・ご要望について

・小山高校方面は乗り降りする方を見たことがない為、その分病院へ行く回数を増やしてほしい。（２件）
→事務局としては、小山高校方面へのバス路線がなくなると困るという意見もあることから、このルートは残していきたいと考え、運行ルートを設定している。
・南外城自治会の利便性の向上の為に外城地域を経由するか、神鳥谷６丁目付近にバス停を作ってほしい。（２件）
→事務局としては、バス本数確保の観点から、外城地域を経由するルートではなく、「神鳥谷６丁目」にバス停を新設する方向で考え、運行ルートを設定している。
●前回検討委員会からの運行ルートの変更点は「神鳥谷６丁目」と「国際ティビィシィ小山看護専門学校」のバス停が追加されたことである。また、この２つのバス停の時刻に関しては、バスを走行させないとわからないため、前後の時刻を勘案し、暫定的に入れた時刻となっている。
［主な質疑応答］

（委員）

この路線で新設されるバス停の内、「神鳥谷６丁目」に関しては、資料にある通り、市民からの要望があったとのことだが、「国際ティビィシィ小山看護専門学校」についての意見はあったのかどうか。
（事務局）
当学校の方からバス停設置の要望があったので、バス停を設置することとなった。
（委員）

「小山駅西口」⇛（旧市民病院・若木町）⇛「小山駅西口」のルートでは、「小山警察署」に２回停まることになっているが、２つ停留所があるということか。

（事務局）
・資料では抜けているが、２つ停留所があり、「小山高校前」、「若木小東」と過ぎ、Ｙ字路の手前でもう一つ小山警察署の停留所があるということである。補足として、警察署自体も来年３月に現在の消防署の方へ移転するということである。
・昨年の議会で、若木小周辺の住民より、このバスの路線は生活の足として残してもらいたいとの声があったので、このような路線で残していく。運行後、利用状況を把握し、旧市民病院の路線の乗客が少なければ、新市民病院への便を増加するなど、路線の変更等を考えていきたい。
（委員）

旧市民病院と新市民病院の路線は別路線として考えた方が良いか。
（事務局）
考え方の１つ目としては停留所を残していく方向であるならこの路線形状で進めていく方法であり、２つ目としては新市民病院への本数をより増やしてほしいとの要望があれば、新市民病院線を独立させ２つの路線に分けるという方法もある。
（委員）

「旧市民病院」や「若木町」に行く路線は残してほしいと聞いているので、配慮のほどよろしくお願いします。

（委員）

バス停付近の他の交通への支障はないか。
（事務局）
駐車場への出入りがある箇所へのバス停配置は避けており、道幅に余裕がある部分を停留所にしているので大丈夫である。

（委員）

新設道路において、バス停にバスが停まりやすくするための道路の切れ込み等をつくることを考えても良いのではないか。
（事務局）
・「神鳥谷６丁目」のバス停に関しては、既設の道路であるので、切れ込みを入れるのは難しい。「国際ティビィシィ小山看護専門学校」のバス停に関しては、バス停車を加味して道路幅員を設定している。ただ、当学校がこの場所に出来るようになったのは想定されていなかったので、バスプールをつくるのは難しい。
・「新市民病院」については時間によって２台停まることがあっても大丈夫なようにバスプールを設けるよう協議している。

（委員）
消防署前の停留所について、道路幅員が広いとはいえ、乗客に低木植栽を避けて廻ってもらい、バスに乗り降りしてもらうのはあまりよくないと思う。低木植栽をその部分だけ取り除くことはできるのか。
（事務局）
・低木植栽を刈ることは可能であるようだ。但し、その整備等の関する費用はそれを整備する者が負担するということになる。
・また、「消防署前」の停留所に関して、消防署前の道路を挟んで対面している建物は店舗であり、低木植栽の両脇から自動車が出入りするとのことで、立会した事業者の意見を受け、資料にあるように低木植栽の中間部にバス停を設定した。
・車道の方にバス停を設置すると危険であるので、店舗の方に確認し、できるだけ低木植栽の端にバス停を設置したいと思う。
・バス停に並ぶ方々のことを考慮しつつ、店舗の意向や警察の意見を確認し、安全なバス停の配置を検討し、再調整したい。
（委員）
現在走っているバスの中に車いすの方が乗れるようなノンステップバスはあるか。
（事務局）
ある。車いすの方でも乗れるようになっている。市民病院線で使用しているバスやワゴン車タイプのバスでステップが出るタイプのバスでは、車いすの方は乗ることが出来ない。
（委員）
バスの乗り降りに不便なのは良くないと思うので、体が不自由な方でもスムーズに乗り降りできることと、バス停の安全性は考慮していただきたい。
（委員長）
交通整備検討委員会の方では、ハード整備のための予算は持っていないのか。バス停の改良について予算措置ができるよう、項目を作った方が良いと思っている。また、委員会の意見を反映しやすいように出来ないかと思っているので、ゆくゆくは検討していただく必要があると思う。

（委員）
県との協議によっては、市の建設課や維持管理課の予算金を使い、バス停の整備を出来るのではないかと思う。もし予算があるのであれば今年度に、なければ来年度以降でも良いので、県側に話だけでもしてほしい。
（事務局）
・市のバスについては、実証運行という形態を取らせてもらっており、その形態などが変わる可能性を含んでいる。
・ある箇所の道路工事があった際にバスプールを設置してほしいとの要望があったが、まだできていない状況である。
・以前、豊田地区と繋がっている県道について道路拡幅があった際に、自治会の方々と協力し、バスプールを何箇所か設置した経緯がある。
・道路拡幅や道路改良についての要望等は土木課に情報が入るので、そういった要望は考慮したいと思う。但し、予算が決定された後だと事業化が難しいという事情もある。
・事前に道路改良の要望を聞くことが出来れば、道路管理者となる国なり県が考慮し、道路整備にあたっていただくことができる。
・乗り降りが便利で、バスを待つ方々の安全に配慮された、バスプールやバス停については、今後もよく検討し、設置していきたいと思っているので、ご理解願いたい。
②間々田東西線

資料２．新間々田東西線について、以下のとおり事務局より説明があり、質疑応答の後、了承された。

●運行ルート、時刻表、バス停の設置場所（西黒田上、西黒田中）の位置や周辺との関係について

●前回検討委員会からの運行ルートの変更点は「国際ティビィシィ小山看護専門学校」のバス停が追加されたことである。また、このバス停の時刻に関しては、バスを走行させないとわからないため、前後の時刻を勘案し、暫定的に入れた数値となっている。

［主な質疑応答］

（委員）
「西黒田中」にバス停を設置する際、縁石がある現状のままなのか。
（事務局）
・現状のままである。縁石が乗降に邪魔にならないように、バスが停車する際にバスを縁石側に寄せて停車することを運行会社にお願いをしていく。もしも縁石が邪魔ということになれば土木課と相談して取り除くことは可能である。
・他の場所でも縁石があるバス停があるが、バスを縁石の近くに停車させれば、縁石が踏み台代わりとなり、かえって乗降しやすいこともあるので、利用状況を確認し、対応していきたいと思う。
（委員）
歩道面と車道面の段差がない所が次第に増えており、縁石だけが独立して高くなっている箇所もある。車道・歩道と縁石の在り方のデザインに関しては、様々な方と議論し、工夫をした方が良いと思われる。
（事務局）
実際にあるそのような形状のバス停では賛否両論の意見がある。また、夜間暗いときには、バスから降りづらくなってしまうということがある。バスが低床の場合だと縁石は無い方が良いが、全てのバスが低床であるわけではないので決めきれないところである。
（委員）
縁石を利用してバスを降りる方の中でも、その縁石の奥行が狭いため、横向きで降りることもあるようである。縁石をバスの乗り降りのためのステップとして利用するのであれば、ステップとして一部は十分な幅を設けるなど、何か工夫があった方が良いと思う。
（事務局）
間々田東西線のバスは古い規定内の低床バスである。現状はバスの停車の仕方で対応している。縁石が邪魔であるという意見が多ければ、取り除くことも考えなくてはならないと思っている。
③小山駅東循環線（運行ルート、時刻表について）
資料３．駅東口循環線及び小山市民病院線の運行経路について、事務局より以下の内容で説
明があり、質疑応答の後、了承された。

●関東バス自動車より、路線図と時刻表を提出していただいた。前回の検討委員会からの運行ルートの変更点は、「神鳥谷東」というバス停が追加されたことと、時刻表の見直しがされたことである。
●便数の変更はない。
［主な質疑応答］

（委員）
駅東循環線と小山市民病院線で車両を１台ずつで運行することになるのか。
（事務局）
その通りである。
（委員）
前回検討委員会の資料の運行経路図とはルートが変更されている箇所があるようだが、説明をお願いします。
（事務局）
変更されている。変更点の１つ目は、「新市民病院」の東側からアクセスする経路を取っていたが、東側からアクセスする道路ができないということになったので、西側から廻る経路を設定したことである。
２つ目は「西坪公園前」を通る道路が狭く、新市民病院線で利用されるバスは大型のものを想定しているため、曲がりきれないとの意見があったので、ルートを資料３のように変更した。
（委員）
新市民病院線の車両が大きくなるということか。
（事務局）
その通りである。

（２）その他

①第５回おーバス絵画コンテストについて（報告）
資料「第５回おーバス絵画コンテスト入賞者」について、事務局より以下の内容で説明があった。

●コンテスト入賞者についての表彰式を平成２７年１１月１日（10:00～）道の駅思川評定館にて行う予定である。
●展示会は前日の１０月３１日（9:30～17:00）、１１月１日（9:30～16:00）で行う予定である。
［主な質疑応答］

（委員）
資料の応募件数について、「絵画（幼児・小学校低学年）」では、485点となっているが説明では486点と言っていたが、どちらが正しいのか。
（事務局）
審査会後に１点提出があったので、486点が正しい件数です。訂正をお願い致します。

②バスアプリについて（報告）

資料４．バスアプリについて、事務局より以下の内容で説明があった。

●バスアプリについて

●乗り継ぎ案内ソフトについて

（事務局）【補足】
・バスが遅れた際、事務局にクレームや、バスのアプリはないかといった問い合わせがあったことが、このバスアプリが出来たことの経緯としてある。
・事情により、10～15分以上バスが遅れた場合には、バス会社から事務局へ連絡が来るようになっている。

・市のＩＴ推進課から、おーバスを広くＰＲするに当たり、利用者への情報提供が低負担でできるということで提案されたものである。

・バスアプリでは、バス運転手が持っているＧＰＳを感知する端末により、運行しているバスの位置をバス利用者のスマートフォンや携帯の端末の地図に表示させることができる。
・現状は、このサービスについての説明などをバス事業連絡会の方々に行っているところである。路線が変更になった際の、そのサービスの市の負担金などといった詳細は今後考えていく事項である。

・コミュニティバスの利用者の中でスマートフォンや携帯の端末をどれくらいの方が使用しているかが懸念されるところであるので、本格的にサービスを開始する前に試験期間を設けていきたい。

・今回の委員会では、コミュニティバスの利便性向上の１つの手段として、このようなバスアプリを検討しているということを報告させていただきたいという趣旨である。また、進捗した際には改めて報告させていただき、導入の際には審議を諮りたいと思っている。
［主な質疑応答］

（委員）
バスアプリと乗り換えアプリとの関係性についてよくわからないので、説明をお願いします。
（事務局）
バスアプリはバスの位置を知らせるソフトである。乗り継ぎ案内ソフトは、目的地までの乗り換えルートを提案してくれるソフトであり、機能が違うものである。
（委員）
事務局としては、両方のソフトを入れたほうが良いと考えているのか。
（事務局）
両方でもどちらかでも良いと考えている。
（委員）
資料にある「■バスアプリ ３者にとってのメリット」のページの内容がよくわからないが、どういうことか。
（事務局）
要するに、保護者が幼稚園バスの送迎時間をバスアプリによって知ることができるサービスを、コミュニティバスでも取り入れたらどうかという内容になっている。
（委員）
このサービスはどこかで行っているものなのか。

（事務局）
・宇都宮の幼稚園では導入されている。
・コミュニティバス同士の乗り換えでは、スムーズな乗り継ぎを考慮したダイヤを組んでいるので、乗り換えアプリの活用の局面は少ないと思われるが、電車との乗り換えの時には、その発車時刻や発着ホームなども知ることができるので、便利だと思われる。但し、市のバス情報であれば、情報を無料提供できるが、電車の情報は一部有料となってしまう。

（委員）
その情報を知るためには、小山市ＨＰのコミュニティバスのページにアクセスするようになるのか。
（事務局）
いいえ。乗り換えアプリのナビタイムは、乗り換え案内のアプリケーションソフトであり、パソコンからでもアクセスは可能である。
（委員）
小山市ＨＰからそれらの情報にアクセスできる方がわかりやすいのではないか。
（事務局）
・基本的には、スマートフォンや携帯電話を使い慣れている方に提供するサービスであると思う。そういったサービスを試験的に始めれば、バス利用者の反響がわかったり、スマートフォンを利用し始める人が増えるかもしれないということで、検討を始めているという段階である。
・このようなサービスの導入に向けて検討していることを承認していただきたいと思っている。また、今後それらの詳細な部分についても協議しつつ、進めていきたいと思っている。
（委員）
是非積極的に進めてほしい。
（委員）
こういったサービスの新陳代謝は活発であるため、サービスを取り入れたは良いが、新しいソフトが台頭し、利用されなくなってしまうこともあると思うので、よく議論して注意して進めてほしい。
（事務局）
・ＩＴ推進課の方で様々な情報を集め、外部にどう提供していくかという判断をしている。その発信する情報としては、市内の商業や観光の情報などもあるが、中でも提供しやすい情報は、公共交通情報である。

・将来的にはコミュニティバスの情報に商業・観光の情報などもリンクさせられたら良いと考えている。そのサービスの方向については、皆様に相談しながら、進めさせていただきたいと思っている。

③台風18号による災害対応について（報告）

資料５について、事務局より以下の内容で説明があった。

●台風１８号による運行状況の安心安全メール配信状況一覧について

［主な質疑応答］

（委員）
安心安全メールは、小山市ＨＰで見ることができるのか。 
（事務局）
・はい。小山市ＨＰで見ることができる。また、既定の登録をすれば、情報が各自の携帯端末にメール送信される仕組みとなっている。
・安心安全メールで送信した情報は、おーバス運行会社の方達も知ることが出来るようになっており、テレビ小山ではテロップで情報が自動的に流れるようになっている。
・豪雨による被害があった地域に対し、コミュニティバスの乗車を無料とする対応を取り、運行した。
（委員）
どれくらいの人が安心安全メールに登録しているか。携帯端末でも受信が可能か。
（事務局）
・災害前までは6,880名程度であり、災害後は1,500名位増え、8,300名程度となっている。スマートフォンでなくても、携帯端末でも受信が可能である。
・安心安全メールに関してのメール配信業者との大元の契約は生活安心課がしており、主管課である。その他、災害情報などの情報は、その都度各課から流せるようになっている。
■今後の予定について（報告）

・平成２８年１月４日に今回議題に挙がったバス路線の運行実施となるので、１ヵ月前の申請に向けて間に合うよう進めていきたい。

・暫定的となっている時刻が明確になり、正確なダイヤが分かったらその資料を、今回の議事録と併せ、委員の皆様に送る予定である。
・指摘のあったバス停の設えなどの課題について、検討し、より良い対応をさせていただきたい。その後、今回承認して頂きましたバス路線に関して、公共交通会議で書面により審議をしていただき、決定していく。
（以　上）
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